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	CDKによる細胞周期依存性のリン酸化は、Rb標的への結合を阻害し、細胞周期の進行を可能にします。Rbの不活性化とそれに続く細胞周期の進行には、サイクリンD-CDK4/6による最初のリン酸化と、それに続くサイクリンE-CDK2によるリン酸化が必要であると考えられます。in vitroでは、様々なCDK/サイクリン複合体の特異性が観察されており、in vivoではサイクリンD1がSer780のリン酸化に必須です。
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	リン酸化 Rb (Thr252) 抗体を使用した HL-60、U2OS、C6 溶解物中の Rb (リン酸化 Thr252) のウエスタン ブロット分析。
	

	Rb (Phospho-Thr252) 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

